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老人と わたしと 差し 向いで、 五月の 雨の ふる 日曜日 

を 小半日 も 語り 募した。 時節柄で 亀 戸の 藤の 噂が 出た。 

藤の 花から 藤 娘の 話 をよ び 出して、 それから 大津 絵の 

たかじょう 

話に 転じて、 更に 鷹匠の はなしに 移る。 その 話 を 順々 

に 運んで いて は 長くなる から、 前置き はいつ さい 略し 

て、 単に 本文 だけ を 紹介す る ことにした。 

安政 六 年の 十月、 半 七が あさ 湯に はいって いると、 

子分の 一 人が あわただしく 迎えに 来た。 



二人の 女 は 黙って いた。 

「知らない かえ」 

「知りません ね」 と、 初めの 女が 答えた。 

「いや、 ありがとう」 

挨拶して 半 七 は 別れた。 教えられた ままに 名主の 家 

をたず ねて、 鷹の こと を 聞き 合わせる と、 村 じゅうで 

誰も 見つけた もの はない らしく、 現に 今まで も 届けて 

来た もの は 無い とのこと であった。 鷹 は 前に もい う 通 

リ、 普通の 家で 飼うべき もので ない。 その 鷹の 詮議と 

あれば 容易なら ぬ ことと 察したら しく、 名主 も 眉 をよ 
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お前さん 方 はお 困りでしょう」 

「まったくで すよ。 黐 をぬ らして しまう のでね」 と、 

鳥 さし は 腰に つけて いた 鳥籠 を 見返りながら 云 つ た。 

「おまえさん は千駄 木です か、 それとも 雑司ケ 谷です 

かえ」 

「千駄 木の 方です よ」 

徳川家の 御鷹 所 は千駄 木と 雑司ケ 谷の 二 力 所に ある _ 

鳥 さし は それに 付属す る 餌取リ という 役で 毎日 巿中ゃ 

巿外 をめ ぐって、 鷹の 餌に する 小雀 を 捕って あるく の 

である。 鷹の ゆくえ を 詮議して いる 折 柄に、 あたかも 

鳥 さしに 出合って、 しかも それが 千駄 木で あると いう 



うち 

「は あ、 時々 あすこの 家へ 寄ります ので、 夫婦 や 娘と 

も 心安く して 居ります。 娘 はお 杉と いって、 この間 ま 

で 奉公に 出て いたので ございま すよ」 

「もう r 一十 歳ぐ らいで しょうね」 

「左様 だそう です。 当人 はもう 少し 奉公して いたいと 

云う の を 無理に 暇 を 取らせて、 この 春から 家へ 連れて 

来たので すが、 やはり 長し 短し で 良い 婿がない そうで、 

いまだに 一 人で いるよう でございます」 

「ど ， 」 に 奉公して いたんです」 

「雑 司ケ 谷の 吉見 仙三郎 という 御鷹 匠の 家に いたの だ 

そうです。 そんな 訳で、 わたしと は 特別に 心安く して 



へ 出て 来た。 二人 は 大きい 稷の 木の下に 立って、 脚 も 

とに 遊んで いる 鶏 を ながめながら 小声で 話し 出した。 

「姐さん、 おまえさんの 名 はお 杉さん というん だね」 

と、 半 七 はまず 訊いた。 

お 杉 はや はリ 無言で うなずいた。 

「わたし は 神 田の 半 七と いう 御用聞き だ。 今お まえ を 

調べる の は 御用 だから、 そのつ もりで 何でも 正直に 

云って くれない じゃあ 困る。 いいかえ」 と、 半 七 はま 

ず嚇 して 置いて、 それから 吉 見の 屋敷の 奉公の こと を 
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それに 対して、 お 杉 は 正直に 答えた。 自分 は 十七の 



代の 屋敷へ 引つ 立てて 行かなければ ならない。 そうな 

ると、 この 事件 は 明るみへ 持ち出されて、 たとい その 

鳥の ゆくえ は 判った としても、 光井 金 之 助ら は 当然 そ 

の 咎め をう けなければ ならない。 それで はなん にもな 

らな いと 思った ので、 半 七 は ひとまずお 杉の 詮議 を 切 

リ 上げる Y とに した。 

「いや、 そう 判ったら もう それでい い。 お 父つ さんや 

阿 母さんに はこん な こと は 黙って いるが いい ぜ」 

お 杉 は 網 を 逃がれ た 小鳥の ように、 早々 に 会釈して 

立ち去った。 暖簾 を はいる 彼女のう しろ 姿 を 見届けて、 

半 七 は 二、 三 軒先の 荒物屋へ 寄る と、 まだ 若い 女房が 



いだって 始まらね え 理窟 だ。 まあ、 おとなしく あした 

まで 待つ がいい。 きょう 中にはき つと 金の はいる あて 

が あるんだ から」 

「その 噓 はもう 聞き飽きた。 貴様の ような 奴に 一 杯 食 

わされて、 べんべんと 待って いる 俺 じ やねえ だ。 さあ、 

すぐに 出せ。 これ だけの 家 台 骨 を 張って いて、 一貫と 

一 一 百ば かりの 銭が ねえと は 云わせね えぞ」 

馬子 は 辰 蔵の 胸 ぐら を 引つ 摑んで 小突き まわす と、 

は，.？ てん 

辰 蔵 も半纒 をぬ いで 起ち 上がった。 そばに 十四 五の 少 

女が ぼんやり 突っ立って いるが、 相手の 権 幕が 激しい 

ので 取り鎮め るすべ もない らしい。 老母ら しい 女の す 



「いいえ、 そんな こと は 無い ようです」 と、 辰 蔵 は 答 

えた。 

「だって、 小さい 小枝が みんな 折れて いる。 その 折れ 

た路 がまつ すぐに 付いてい るの を 見る と、 どうも 誰か 

登ったら しい。 ここらに 猿 はいめ え じ やねえ か」 

「そうで) /ざいます」 と、 辰 蔵 は よん どころ なしに 笑つ 

ぎんなん 

た。 「それじゃ あ 近所の 子供が 銀杏 を 取りに 登った か 

も 知れません。 随分いた ずら 者が 多う ございま すから 

ね」 

「そうか も 知れね え」 と、 半 七 は 笑った。 「それから 木 

の 下に こんな 物が 落ちて いたが …… 」 



えたと、 まあ、 こう 判断す るんで すね。 小枝 は 折れて 

いる。 木の下に 鷹の 羽 は 落ちて いる。 まあ、 そう 判断 

する のが 無理の ない ところで しょうね」 

おし 

云いながら 辰 蔵の 顔 を じろ りと 見 かえると、 彼は啞 

のように 黙って 立って いた。 

「まったく 鷹の 羽に 相違ありません よ」 と、 老人 はか 

さねて 云った。 

「そうです か」 

半 七 は 突然 起ち あが つ て 辰 蔵の 腕 を 強く 摑ん だ。 

「さあ、 辰 蔵。 正直に 云え。 貴様 はけさ あの 銀杏に 降 

りた 11 を 捕 つたろう」 



床几の 上に 引き 据えられて、 辰 蔵 はまた 黙って し 

まった。 その 時、 店の 入口で 何 か 物音が きこえた らし 

いので、 眼の はやい 半 七 はふと 見 かえると、 いつの 間 

に 来て いたの か、 かのお 杉が 柳の かげから 了 $ にこち 

らを視 いている らしかった。 彼女 は 半 七の 顔 を 見る と、 

身 を ひるがえして 一 目 散に 逃げ出した。 

「こん 畜生、 丁度い いところ へ 来た」 

半 七 は 辰 蔵 を 突き飛ばして 表へ 飛び出す と、 足の 早 

いお 杉 はもう 三、 四 間 も 行きす ぎていた。 咄嗟の あい 

だに 思案した 半 七 は 軒先に 立て かけて ある 長い 黐竿 を 

とって 龃け 出して、 お 杉の あと を 追いながら、 竿の さ 



「さあ、 これで 二人 揃った。 さあ、 片っ端から 白状し 

ろ。 やい、 お 杉。 なんで ここへ 視 きに 来た。 てめ え は 

ゆうべ ここの 家へ 泊り込んで、 何もかも 知っている だ 

ろう。 鷹 は 誰が 捕つ たんだ」 

おど 

白状し なければ 死罪 だと 嚇 されて、 さすが は 女 だけ 

にお 杉 はまず 問いに 落ちた。 辰 蔵 ももう 包み 切れな く 

なって 白状した。 半 七の 鑑定 通り、 吉見 とお 杉 は ゆう 

ベ ここの 家で 逢った。 けさに な つ て吉 見が 帰ろうと す 

ると きに、 一 羽の 鷹が 降りて 来て 銀杏の こずえに 止 

まった が、 その 足の 緒が 枝に からんで 再び 飛ぶ ことが 

出来 なくなった らしい。 それ を 見； 1E けた 吉見 はすぐ に 



一度 は 鷹が 飼って みたい と 望んで いる こと を、 辰 蔵 は 

かねて 知ってい たので、 とうとう 吉見を そそのかして 

百 五 十両で その 鷹 を 当 兵衛に 売り渡す ことに 相談 を 決 

めた のであった。 

その 約束 をして 吉見は 帰った。 金 は あした 受け取る 

ことにして、 辰 蔵 は ともかくも その 鷹 を 当 兵衛の 家へ 

送り届けた。 

「よし、 すっかり 判った」 と、 半 七 は 二人の 白状 を 聴 

き 終って 云った。 「そんなら 辰 蔵、 すぐに 当 兵 衛の家 

へ 案内し ろ。 お 杉 は 家へ 帰って 神妙に していろ」 

辰 蔵 は 先き に 立って W を 出ようと した 時、 半 七 は 急 



まえさん。 願います よ」 

半 七に 眼 配せ をされ、 鳥 さしの 老人 はすす み 出た。 

かの 籠の 中から 二、 三 羽の 雀 をつ かみ 出して、 扉の 間 

からばら ばら 投げ込む と、 第一 第二の 土蔵に は 何の こ 

ともなく、 第三の 土蔵 も 静まり返 つていた。 半 七 は 注 

意して、 第 四と 第五の 土蔵の 扉 を 半分 閉めさせた。 

老人の 手から 投げられた 三 羽の 雀が 第 四の 土蔵へ 飛 

まま.. こ 

び 込む と、 やが て その 奥で あらい 羽搏きの 音が き こえ 

た。 半 七 は 老人と 眼 を 見 あわせて、 すぐに 扉の あいだ 

から 龃け 込む と、 うす 暗い 隅に は 鷹の 眼が 鋭く ひかつ 

ていた。 II はしき りに 羽搏きして、 そこら を 飛び ま 



に 心配し なさ るんだ。 なに か 格別に 心安い のかえ」 

「はい、 おまえさん ですから 申し上げ ますが、 実は わ 

たくしに は 十八になる 娘が ござ いますので …… 」 

「十八になる 娘 …… 。 おまえさんの 娘なら 美しかろう。 

それ だのに、 光井さん は 品 川なん ぞへ 泊る から 悪い。 

これ もみん な 娘の 思いだ と 云って やる がいい や。 はは 

ま ま TTS 」 

半 七 は 大きい 声で 笑った。 
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